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 収束するかに見えていたコロナの感染が、ここにきてオミクロン株により爆発的な勢いで拡大し、

各地で過去最高を更新し続けています。大分でも過去最多の感染を記録しており CC 大分活動への影

響が危惧されますが、何とか大きな支障が生じないことを願うばかりです。2 月の会報をお届けしま

す。 

 

● 令和 4年 1月度月例会報告。 

【室内写生会（新年描き初め会）】 

 1月 18日（火）、令和 4年度の新年描き初め会をコトブキヤで実施しま

した。モデルは APU の留学生お二人、インドからのハグビェソドラム・

アシュタさん（ニックネーム：アシュタ）とモンゴルからのバスバヤル・

ヴランサナーさん（ニックネーム：サナ）でした。久し振りの人物写生で、

皆さんそれぞれ鉛筆、水彩、油彩、アクリルなどで作品を仕上げました。     
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最後に全員の作品を並べて高木先生からコメントをいただき、モデルさんを囲んでスナップを撮りま

した。 

糸井、岩下、白岩、野田、橋本、吉村、本田の 7人と高木先生の 8人の参加でした。恒例にしてい

た描き初め会の後での新年会はオミクロンを考慮して取り止めました。 

【野外写生会】 

1 月 23日（日）の例会野外も曽根崎産院トレーニングルームをお借りしての室内写生にしました。

準備していただ

いた「季節の

花々」、「西洋人

形」、「花瓶」な

どを描きました。

昼食をとった後

もしばらく写生

を続け、三々

五々解散しまし

た。 

参加者は、糸

井、岩下、大野、

佐藤、曽根崎、成瀬、野田、橋本、本田の 9人でした。 

 

● 2月度月例会の予定（当番：大野、白岩） 

【室内写生会】 

 2月 1日（火）、13時～、コトブキヤでの室内写生を行います。多数ご参加ください。 

【野外写生会】 

 2月 20日の野外写生も、寒さの厳しい時期ですので野外は止め曽根崎産院トレーニングルームでの 

室内写生にします。 

 

● 月例当番の一部変更 

 月例の当番を次の通り一部変更しました。宜しくお願いします。 

 令和 4年 1月：糸井、佐藤 

      2月：大野、白岩 

      3月：橋本、中島 

      4月：岩下、工藤 

      5月：野田、吉村 

      6月：糸井、佐藤 

      ・・・・・・・ 

      ・・・・・・・ 

 

● 令和 4年度の年会費提出のお願い 

 今年度の年会費（24.000円）の提出をお願いします。提出は例会の際、或いは銀行振込でお願いし

ます。 

振込先：大分銀行中島支店 008 111026 チャーチル会大分 代表者 野田葉子 

 

● 会員名簿の配布 

 令和 4年 1月 1日付の会員名簿を作成しました。 
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会報の郵送者分については本会報に同封しています。会報を Rara 掲示板でお届けしている方には

例会の際などで直接お渡しします。 

個人情報に関わるものですから Raraへの掲示はできませんが、Raraで会報を受信している方でも

郵送をご希望の方には、郵送しますのでお申し出ください。 

各自確認の上間違いなどありましたら連絡してください。 

 

● 会報の送付について 

 現在、会報は郵送と Rara掲示板とに分けてお届けしています。Raraで受信されている方の中には

スマホ或いはパソコンでの受信が不調になることがあるという方が時々おられるようです。この場合、

連絡があれば郵送しますので、遠慮なく申し出てください。 

 

【編集後記】 

 コロナのため一昨年末、昨年末と 2年続けての総会・忘年会を中止せざるを得なくなり、全員顔合

わせの機会がなくなり残念に思っています。近況など、会報での報告をお願いします。オミクロンの

収束を願って、春、秋の絵画展だけは是非実施したいと思っていますので、ステイホームでの鋭意制

作を続けてください。 

 

CC大分 会報編集事務局 本田久親 

 

 

 


